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ボーリング柱状図
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栃木県大田原土木事務所 2008-02-12 ～ 2008-02-18
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279.54 0.20 0.20 表土
(SF)

278.54 1.00 1.20

粘性土
(C)

276.04 2.50 3.70

粘性土
(C)

275.04 1.00 4.70

玉石混じ
り粘性土
(C-B)

271.34 3.70 8.40

礫混じり
粘性土
(C-G)

270.64 0.70 9.10

軽石
(Pm)

270.14 0.50 9.60

火山灰質
粘性土
(V)

269.29 0.85 10.45

軽石質粘
性土
(C)
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シルト。木根含む。
粘土化した火山灰質粘性土。
安山岩礫を少量含む。

完全に風化した安山岩礫を多く含
む部分と火山灰質粘性土との互層
状。
2.40～3.00mは雲母片を含む。

3.70～4.00m安山岩玉石。
4.60～4.70m安山岩玉石。
他に風化安山岩礫を含む。

風化した安山岩礫を含む。
礫は砕け易く固結～半固結状。
マトリックスは粘土化した火山灰
。
4.90～5.40mは紫灰色の風化安山
岩礫。

粘土化した軽石。

風化軽石と砂混じり火山灰。

風化礫少量含む。
粘土化した火山灰～軽石。
含水多い。
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